
健康だより

問い合わせ先　健康推進課健康推進係

　乳がんにかかる女性は世界的に増加の一途をたどっ
ています。
　日本でも１年間に約４万人の人が乳がんにかかって
いて、女性がかかるがんの第１位になっています。
　今回は、女性なら誰もがかかる可能性のある「乳が
ん」について考えてみましょう。

「乳がん検診」
のすすめ

増
加
し
て
い
る
乳
が
ん

　

今
、
女
性
の
約
20
人
に
１
人
が

乳
が
ん
に
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

胃
が
ん
を
抜
い
て
１
９
９
４
年
よ

り
女
性
の
が
ん
第
１
位
で
す
。
そ

し
て
、
年
間
約
１
万
人
の
人
が
乳

が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
や
姉
妹
、
親
戚
、
友
人
、

職
場
の
同
僚
な
ど
、
身
近
に
乳
が

ん
経
験
者
が
い
る
人
も
少
な
く
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

乳
が
ん
は
、
40
〜
50
歳
代
に
多

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近

で
は
、
20
〜
30
歳
代
の
若
い
女
性

に
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
と
深
い
関
係
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
に
か
か
り
や
す
い
傾
向

と
し
て
次
の
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま

す
。

①
初
潮
年
齢
の
若
い
人

②
閉
経
年
齢
の
遅
い
人

③
出
産
を
し
て
い
な
い
人

④
初
産
年
齢
が
30
歳
以
上
の
人

⑤ 

血
縁
者
（
祖
母
・
母
・
姉
妹
）

に
乳
が
ん
の
人
が
い
る

⑥ 

肥
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
）
の
人

　

乳
が
ん
撲
滅
の
第
一
歩
は
、
検

診
を
き
ち
ん
と
受
け
る
こ
と
で
す
。

検
診
を
受
け
ず
に
、
進
行
し
た
状

態
で
見
つ
か
る
と
、
乳
房
を
切
断

し
た
上
に
命
ま
で
落
と
す
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

乳
が
ん
検
診
を

　
　
　

 

受
け
ま
し
ょ
う

　

早
期
発
見
に
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
検
査
や
超
音
波
検
査
が
不
可

欠
で
す
。

　

菊
池
市
で
は
、
８
月
か
ら
開
始

す
る
複
合
健
診
で
、
20
歳
以
上
の

人
に
超
音
波
検
診
、
40
歳
以
上

の
人
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

超
音
波
検
査
は
人
体
に
全
く
害

も
な
く
、
苦
痛
も
な
い
検
査
で
す
。

　

ま
た
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
乳

房
撮
影
専
用
の
装
置
で
、
乳
房
を

片
方
ず
つ
平
た
く
は
さ
ん
で
圧
迫

し
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
に
よ
り
視

触
診
で
は
分
か
ら
な
い
く
ら
い
の

小
さ
な
し
こ
り
や
石
灰
化
を
見
つ

け
る
も
の
で
す
。
撮
影
時
間
は
数

十
秒
で
、
１
回
の
検
査
の
放
射
線

被
爆
量
は
極
め
て
微
量
で
す
。
そ

の
た
め
放
射
線
に
よ
る
身
体
へ
の

影
響
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

乳
が
ん
を
早
期
発
見
で
き
れ
ば
、

女
性
の
体
に
と
っ
て
負
担
の
少
な

い
治
療
法
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

女
性
の
皆
さ
ん
、
是
非
定
期
的
に

乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

複
合
健
診
の
お
知
ら
せ
は
19

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

月
に
１
回
は

自
己
検
査
を
し
ま
し
ょ
う

　

乳
が
ん
は
乳
房
の
中
に
、
固
く

て
痛
み
の
な
い
小
さ
な
し
こ
り
が

で
き
ま
す
。
こ
の
し
こ
り
が
あ
る

か
ど
う
か
、
自
分
で
調
べ
る
の
が

「
自
己
検
診
法
」
で
す
。
乳
が
ん
は
、

自
分
で
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
る

数
少
な
い
が
ん
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

自
己
検
診
を
し
て
い
る
う
ち
に

自
分
の
乳
房
の
普
通
の
状
態
が
わ

か
り
、
異
常
を
早
く
見
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
生
理
が
終

わ
っ
て
か
ら
１
週
間
後
、
閉
経
し

た
人
は
毎
月
、
日
を
決
め
て
調
べ

ま
し
ょ
う
。

乳
が
ん
の

　
　

で
き
や
す
い
と
こ
ろ

　

乳
房
の
外
側
の
上
方
が
一
番
多

く
、
次
い
で
内
側
の
上
方
、
外
側

の
下
方
、
乳
首
付
近
、
内
側
の
下

方
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　６月11日（木）に泗水会場で、６月17
日（水）に七城会場で、６月26日（金）菊
池会場で３歳児健診がありました。歯
科検診の結果、むし歯がなかった子ど
もを紹介します。
（敬称略）

歯ッピーキッズ
３歳児健診時
「むし歯なし」の子

泗水会場

木
き こ し

柑子健
けん

介
すけ

（泗　桜山二）

隈
くまべ

部　　花
はな

（泗　永）

新
しんざき

崎　茉
ま

央
ひろ

（泗　富の原一）

仁
に

志
し

　隆
りゅう

成
せい

（泗　富の原一）

東
ひがし

　亜
あ ず さ

津沙（泗　富の原中央）

近
こんどう

藤　日
ひ

菜
な

（泗　朝日団地）

七城会場

坂
さかた

田　遥
はると

羽（七　雇用促進）

村
むらかみ

上　　蓮
れん

（七　清水）

髙
たか

野
の

　未
み く

来（七　菰入）

松
まつだ

田　真
ま

優
ひろ

（七　雇用促進）

赤
あかほし

星　日
ひなた

向（七　本村）

山
やまかわ

川蔵
くら の

之真
しん

（七　流川）

緒
おがた

方　友
ゆう

香
か

（七　山崎）

久
ひさの

野　聖
せいじ

司（菊　深川）

神
かみや

谷　美
み

緒
お

（菊　北原）

菊池会場

岩
いわなが

永　梨
り き

暉（菊　袈裟尾）

木
きはら

原　夕
ゆうき

葵（菊　下西寺）

佐
さとう

藤　菜
な つ

津（菊　花房台）

財
ざいつ

津　光
こうや

哉（菊　亘）

地
じ げ

下　拓
ひろゆき

志（菊　亘）

田
たなか

中　るり（菊　北宮）

冨
とみおか

岡　智
ともひで

英（菊　上西寺）

松
まつおか

岡　美
みさき

咲（菊　市野瀬）

丸
まるやま

山　明
あきと

人（菊　高野瀬）

森
もりた

田吏
りいちろう

一郎（菊　片角）

田
たばた

畑　希
き こ

子（菊　亘）

　むし歯予防のためには、家族ぐるみ
で取り組むことがとても重要です。こ
れからも「甘いものを控えること」、「歯
みがきをすること」、「歯を強くするこ
と」、「定期健診を受けること」を心が
け、むし歯ゼロで頑張りましょう。今
回むし歯があったお子さんは、なるべ
く早く歯科医院を受診しましょう。

乳 が ん の 自 己 検 査 法
１． 鏡の前に立ち、両腕を下げた
まま、次のことを調べます。
① 左右の乳房の形や大きさに
変化はないか
② 乳房のどこかに皮膚のへこ
みや、ひきつれがないか。
③ 乳首がへこんだり、ただれ
たりしていないか。

２． 両腕を上げて、正面、斜
めを鏡に映し、１と同じ
ことを調べます。
（しこりがあると、そこ
にへこみができたり、ひ
きつれができたりするこ
とがあります）

３． 仰向けに寝て、右肩の
下に、薄い枕か座布団
を敷き、乳房が垂れず
胸の上に平均に広がる
ようにします。

４． 乳房の内側半分を調べるに
は、右腕を頭の後方に上
げ、左手の指の腹で（指を
そろえてのばす）胸の中央
部に向かってすべらせるよ
うに軽く圧迫して、まんべ
んなく触れてみます。

６． 左右の乳首を軽く
つまみ、乳をしぼ
り出すようにし
て、血液の混じっ
た液が出ないかを
調べます。

５． 乳房の外側半分を調べるには、右腕を
自然な位置に下げ、左手の指の腹で、外
から内に向かって同様に触れてみます。

注） 乳房を指先でつまむようにして調べる
と、異常がなくてもしこりのように感じ
るので、必ず指の腹で探ってください。

　　 　右の乳房の検診が終わったら、左の
乳房を同じ要領で検査します。

※ 自己検診で、しこりを見つけたからといってそのすべてが乳
がんとは限りません。むしろ乳がんでないことのほうが多い
のです。
　 少しでも気になる症状があったら、ためらわず専門医の診療
を受けましょう。
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